
 

平成１９年度環境監視結果年報の概要 

 

１ 結果取りまとめの対象期間 

 平成１９年４月から平成２０年３月まで 

 

２ 環境監視の項目 

（１）空港島等の存在に係る項目 

  海水の流れ及び水質、底質、汀線、海域生物、鳥類並びに海浜植物 

（２）空港の供用に係る項目 

 一般環境大気質、騒音及び鳥類（ワシタカ類等渡り鳥） 

 

３ 評価の内容（総合評価） 
 

(1) 空港島等の存在に係る環境監視結果 
 

ア 環境基準値との比較 

水質の項目のうち、化学的酸素要求量（COD）、全窒素（T-N）、全燐（T-P）

について環境監視結果と環境基準値との比較をした結果、調査点 TS2、TS3、

TS5 及び TS6 の COD、TS6 の T-N 以外は、環境基準値を上回っていた。これ

らの環境監視結果と愛知県が実施した周辺の公共用水域等水質調査結果

とを比較した結果、ほぼ同様か若干低い傾向であった。 

 

イ 過年度データとの比較 

存在に係る全ての項目について、過年度データとの比較をした結果、環

境監視結果は、次の場合を除いて、ほとんど変化がなかった。 

 

・海水の流れについては、平成 17 年度～平成 19 年度の蒲池沖の表層の流

向が平成 12年度～平成 16年度よりもやや西側に向かう傾向がみられた

が、これは平成 17 年度の夏季調査から調査位置を若干移動したことに

よる可能性が考えられた。また、小鈴谷沖の流速が平成 12 年度～平成

16 年度よりもやや大きくなっていた。 

・底質については、平成 15 年度以降、調査点 TS2 及び TS6 において COD

の減少がみられていたが、平成 17 年度～平成 18 年度はほぼ横ばいで推

移していた。平成 19 年度はやや増加していたが、平成 14 年度以前より

低い値であった。 

・海域生物のうち、藻場（アマモ場分布）については平成 8年度以前より

も分布面積が拡大しているが、平成 13 年度以降は安定しており、自然

変動の範囲内と考えられた。 

・海浜植物のうち、常滑市新田町海岸におけるビロードテンツキの生育面

積は平成 17 年度以後に変化があった。その原因は空港島等造成事業以

外によるものと考えられた。 

 



 

(2) 空港の供用に係る環境監視結果 
 

ア 環境基準値等との比較 

一般環境大気質については環境基準値や指針値と、航空機騒音について

は環境基準値と比較した結果、環境監視結果は、次の場合を除いて環境基

準値または指針値以下であった。 

 

・常時監視局である苅屋局において、浮遊粒子状物質（SPM）については

環境基準を満たしておらず、光化学オキシダント（Ox）についても環境

基準値を上回っていた。これら一般環境大気質の監視結果を愛知県が実

施した周辺の一般環境大気測定局における測定結果と比較した結果、ほ

ぼ同様の傾向であった。 

 

イ 過年度データとの比較 

供用に係る全ての項目について、過年度データとの比較をした結果、環

境監視結果は、ほとんど変化がなかった。 

 

(3) まとめ 
 

平成 19 年度の環境監視結果では、存在及び供用に伴う環境への影響はほ

とんど認められなかった。 
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